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一
、
は
じ
め
に

　　

黒
漆
地
に
螺
鈿
で
中
国
南
部
を
思
わ
せ
る
の
ど
か
な
風
景
と
楼
閣
人
物
を
あ
ら
わ
し
た

本
作《
山
水
人
物
螺
鈿
衝
立
》は
、
中
国
清
時
代
の
作
と
し
て
紹
介
さ
れ
た（
註
１
）こ
と
が
あ

る
が
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
琉
球
製
と
改
め
ら
れ
て
い
る（
註
２
）。

　

保
存
状
態
と
し
て
は
螺
鈿
の
浮
き
、
剥
落
、
塗
膜
の
汚
れ
な
ど
の
劣
化
が
み
ら
れ
た
た

め
、
令
和
二
年
度
に
修
復
さ
れ
た
。
修
復
施
工
の
仕
様
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
第
四
章

で
述
べ
る
。
全
面
的
に
浮
き
上
が
っ
た
貝
は
貼
り
戻
さ
れ
、
今
後
に
脱
落
が
危
惧
さ
れ
る

脆
弱
化
し
た
部
分
が
補
強
修
復
さ
れ
た
。
ま
た
貝
と
塗
膜
の
表
面
浄
化
作
業
を
含
む
全
体

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、
図
様
が
さ
ら
に
鮮
や
か
に
な
っ
た
。
意
図
的
な
古
色
も
除
去

さ
れ
、
製
作
当
初
に
近
い
状
態
へ
と
戻
さ
れ
た
。
一
新
し
た
姿
を
鑑
賞
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
る
に
至
っ
た
の
で
、
修
復
に
と
も
な
う
調
査
研
究
の
成
果
を
こ
の
た
び
紹
介
す
る
次
第

で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
琉
球
の
螺
鈿
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
新
た
な
観
察
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
加
え
て
本
作
の
製
作
地
お
よ
び
製
作
年
代
を
再
検
討
し
、
我
が

国
で
の
受
容
と
伝
世
を
考
察
し
た
い
。

二
、
衝
立
の
概
要
お
よ
び
画
題

　

法
量（
㎝
）は
高
さ
七
七
・
八
、
横
七
二
・
三
、
縦（
脚
部
）三
四
・
〇
。
外
箱
は
正
面
の

引
き
蓋
を
上
か
ら
差
し
込
む
造
り
で
あ
る
。
日
本
製
の
杉
材
と
み
ら
れ
る
近
代
以
後
の
白

木
の
箱
で
、
箱
書
き
は
な
い
。
製
作
当
初
の
共
箱
と
は
交
換
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

衝
立
の
全
体
の
構
造
は
、
左
右
の
両
下
端
に
雲
形
の
脚
部
を
置
き
、
ほ
ぼ
正
方
形
の
鏡

板
を
脚
部
に
立
て
て
、
四
辺
に
縁
を
め
ぐ
ら
す
。
上
部
の
両
角
は
、
縁
と
鏡
板
と
も
に
入

隅
と
な
り
、
縁
は
隅
金
具
風
の
意
匠
を
施
す
。
鏡
板
の
下
部
に
は
長
方
形
木
瓜
型
の
窓
を

二
個
開
け
、
二
枚
に
分
か
れ
て
外
側
に
開
く
最
下
端
の
幕
板
に
は
、
猪
の
目
透
か
し
を
窓

と
同
様
に
二
個
開
け
る
。
ど
ち
ら
の
面
を
表
裏
と
す
る
の
か
判
然
と
し
た
区
別
は
な
い

が
、
後
述
す
る
と
お
り
鏡
板
の
図
は
四
枚
一
組
の
蘇
州
版
画
の
う
ち
二
枚
か
ら
と
ら
れ
て

お
り
、
版
画
の
順
に
従
っ
て
石
の
太
鼓
橋
が
描
か
れ
た
側
を
表（
挿
図
１
）、
粗
末
な
丸
木

の
橋
を
牛
が
渡
る
側
を
裏
と
し
て
お
き
た
い（
挿
図
２
）。

　

表
面
の
鏡
板
の
意
匠
に
は
、
池
水
に
か
か
る
太
鼓
型
の
石
橋
を
中
心
に
据
え
、
往
来
す

る
人
物
を
描
く
。
向
か
っ
て
右
か
ら
橋
へ
と
進
む
騎
馬
人
物
と
従
者
、
橋
の
上
に
は
杖
を

持
つ
腰
の
曲
が
っ
た
老
人
は
じ
め
指
差
し
あ
う
老
若
六
人
、
橋
か
ら
離
れ
去
る
騎
馬
人
物

と
従
者
ら
三
人
、
近
景
の
水
際
に
は
風
景
を
眺
め
る
人
物
が
五
人
描
か
れ
て
い
る
。
螺
鈿

に
よ
る
円
形
の
雲
形
を
は
じ
め
近
景
の
柳
、
広
葉
樹
と
み
ら
れ
る
樹
木
や
植
物
の
表
現
は

丁
寧
で
あ
る
。
下
の
幕
板
の
二
段
の
う
ち
、
最
下
段
に
は
表
裏
と
も
に
葡
萄
栗
鼠
の
図
が

あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
鏡
板
を
囲
む
四
辺
の
柱
に
は
花
唐
草
文
様
の
ほ
か
、
細
か
な
菱
文

や
石
畳
文
な
ど
の
連
続
文
様
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

　

衝
立
の
裏
面
に
は
、
表
面
と
同
様
に
中
国
風
の
山
水
楼
閣
人
物
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

近
景
に
は
桟
橋
を
渡
る
牛
を
描
く
。
一
匹
の
牛
は
橋
上
に
あ
り
、
鼻
の
綱
を
曳
か
れ
、
も

う
一
匹
の
牛
は
同
じ
く
橋
上
の
牛
飼
い
か
ら
鼻
の
綱
を
曳
か
れ
て
い
る
。
橋
に
向
か
う
二

匹
目
の
牛
の
背
に
は
、
笛
を
吹
く
童
子
が
座
る
。
右
端
の
二
階
建
て
の
楼
閣
か
ら
牛
曳
を

な
が
め
る
人
物
も
描
か
れ
て
い
る
。
二
階
の
二
人
の
人
物
は
机
に
向
か
い
、
喫
茶
を
楽
し

む
よ
う
な
情
景
で
碗
は
四
個
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
衝
立
の
鏡
板
の
表
裏
の
図
様
は
、
下
絵
が
蘇
州
版
画
の
「
清
明
佳
節
図
」
に
あ
る

四
枚
の
下
絵
に
基
づ
い
て
お
り
、
当
初
は
二
基
一
対
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
を
長
谷
川
祥

《
山
水
人
物
螺
鈿
衝
立
》（
館
蔵
）に
つ
い
て
─
琉
球
螺
鈿
と
し
て
の
特
質
と
修
理
か
ら
得
た
新
知
見

小
池
　

富
雄
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子
氏
が
指
摘
し
て
い
る
（
註
３
）。
清
明
佳
節
図
と
は
唐
時
代
の
杜
牧
が
詠
ん
だ
七
言
絶
句

の
「
清
明
」
の
起
承
転
結
の
四
句
を
賛
文
に
し
た
四
枚
の
図
で
あ
る
。
清
明
は
二
十
四
節

季
の
一
つ
で
あ
り
、
旧
暦
三
月
初
め
の
冬
が
終
わ
り
春
の
芽
吹
き
の
時
期
に
野
遊
び
の
遠

足
、
墓
参
り
な
ど
外
出
を
楽
し
む
様
子
が
同
図
に
描
か
れ
て
い
る
。
蘇
州
版
画
と
は
明
時

代
の
後
期
か
ら
発
達
し
た
庶
民
向
け
の
素
朴
な
彩
色
版
画
で
、
多
く
が
粗
末
に
扱
わ
れ
て

消
耗
し
て
失
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
に
は
長
崎
経
由
で
輸
入
さ
れ
、
愛
蔵
さ
れ
て
き
た
作

例
が
あ
る
と
い
わ
れ
る（
註
４
）。

　

清
明
佳
節
図（
挿
図
３
）は
一
面
を
上
下
左
右
に
分
割
し
た
四
枚
組
に
な
っ
て
い
る
。
賛

文
と
な
る
七
言
絶
句（
註
５
）と
そ
れ
ぞ
れ
の
図
様
の
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
句
、
起　
「
清
明
時
節
雨
紛
紛
」　

粗
末
な
橋
を
馬
上
で
渡
る
男
に
従
者
が
傘
を

さ
し
か
け
る
。
遠
景
に
も
騎
乗
の
人
物
に
従
者
が
傘
を
開
く
雨
中
の
情
景
。
川
辺
に

は
釣
り
糸
を
垂
れ
る
父
子
。

第
二
句
、
承　
「
路
上
行
人
欲
所
」　

石
造
の
太
鼓
橋
を
渡
る
人
々
を
中
心
に
、
近
景

に
は
行
楽
に
向
か
う
人
々
。

第
三
句
、
転　
「
借
問
酒
家
何
所
有
」　

行
き
か
う
苫
船
の
人
物
が
指
さ
す
方
向
の
川

岸
に
酒
家
が
あ
り
、
幟
に
「
五
香
酒
」
の
文
字
。

第
四
句
、
結　
「
牧
童
遥
指
杏
花
村
」　

粗
末
な
丸
木
橋
を
渡
る
牛
。
続
く
二
頭
目
の

牛
の
背
に
は
笛
を
吹
く
童
子
の
姿
。
対
岸
の
楼
閣
に
は
卓
を
囲
む
男
た
ち
、
二
階
に

も
歓
談
す
る
婦
人
二
人
。

　

清
明
佳
節
図
の
中
央
の
刻
柱
に
は
「
姑
蘇
呂
雲
台
子
翰
」
と
版
元
が
示
さ
れ
て
お
り
、

清
朝
、
康
煕
年
間（
一
六
六
二
～
一
七
二
二
）に
版
行
さ
れ
た
初
期
蘇
州
版
画
の
代
表
作
と

さ
れ
て
い
る
（
註
６
）。
本
稿
の
螺
鈿
衝
立
は
清
明
佳
節
図
の
下
段
の
二
面
を
下
絵
に
し
て

い
る
。
下
段
の
第
二
句
と
第
四
句
の
絵
を
基
に
し
て
い
る
が
、
各
句
の
七
文
字
は
な
く
螺

鈿
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
細
部
に
は
幾
分
の
省
略
が
み
ら
れ
、
遠
近
感
の
表
現
に
は
乏
し
い
。

版
画
の
縦
横
比
が
縦
一
・
〇
に
対
し
て
横
長
の
一
・
七
で
あ
り
、
衝
立
の
鏡
板
部
分
は
一

対
一
の
ほ
ぼ
正
方
形
に
近
く
、
下
絵
と
し
て
転
用
す
る
に
あ
た
り
、
左
右
の
図
を
切
り
落

と
す
の
で
は
な
く
左
右
方
向
に
不
自
然
な
縮
小
を
し
て
い
る
。
版
画
の
左
右
の
両
端
い
っ

ぱ
い
に
描
か
れ
た
景
物
を
割
愛
す
る
の
で
は
な
く
、
螺
鈿
の
図
様
に
全
て
を
取
り
込
み
た

か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

挿図１　衝立　表挿図２　衝立　裏
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杜
牧
の
著
名
な
七
言
絶
句
の
文
字
を
省
略
す
る
こ
と
に
よ
り
、
衝
立
の
表
裏
の
図
は
出

典
を
忘
れ
さ
せ
て
、
の
ど
か
な
中
国
風
の
風
俗
図
と
し
て
の
楼
閣
山
水
人
物
図
に
転
用
さ

れ
て
い
る
。
下
絵
と
し
て
の
彩
色
版
画
を
黒
漆
地
螺
鈿
に
落
と
し
込
み
、
表
裏
の
主
従
関

係
は
無
関
係
と
し
て
い
る
。
も
し
も
七
言
絶
句
の
詩
の
意
味
に
関
連
付
け
た
と
す
れ
ば
、

順
番
に
従
い
第
一
句
の
裏
に
第
二
句
と
し
、
第
三
句
の
裏
に
第
四
句
の
順
と
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
だ
が
漢
詩
の
順
で
は
な
く
「
清
明
佳
節
図
」
版
画
の
下
段
二
面
を
衝
立
の
表

裏
に
転
用
し
て
い
る
。

　

漢
詩
の
七
文
字
の
部
分
を
省
略
し
て
、
空
白
の
黒
漆
地
の
ま
ま
に
す
る
と
空
白
部
分
が

不
自
然
に
広
が
る
た
め
に
、
曲
線
の
輪
郭
と
内
部
を
小
粒
な
四
角
い
切
り
貝
で
埋
め
た
雲

を
追
加
し
て
い
る（
挿
図
４
）。
版
画
で
は
遠
く
た
な
び
く
霞
を
細
い
横
方
向
の
線
状
に
描

い
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
雲
の
描
写
が
螺
鈿
製
作
者
に
よ
る
下
絵
の
独
創
で
あ
り
、
沸
き

立
つ
雲
の
よ
う
に
丸
い
塊
が
連
続
す
る
表
現
と
な
り
、
版
画
と
比
べ
て
違
い
が
あ
る
。

三
、
琉
球
螺
鈿
と
し
て
の
技
法
の
特
徴
と
参
照
す
る
作
例

　

こ
の
衝
立
の
螺
鈿
の
技
法
を
微
細
に
観
察
す
る
と
琉
球
製
の
螺
鈿
に
共
通
す
る
以
下
の

特
徴
が
み
ら
れ
る
。
一
般
的
に
言
え
ば
東
ア
ジ
ア
の
螺
鈿
に
用
い
る
貝
の
種
類
は
、
鮑
、

蝶
貝
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
衝
立
に
使
用
さ
れ
た
貝

は
目
視
に
よ
る
判
断
に
よ
れ
ば
斑
紋
、
色
か
ら
夜

光
貝
と
み
ら
れ
、
琉
球
産
と
推
定
さ
れ
る
。
大
き

な
原
貝
を
切
削
し
て
砥
石
で
摺
り
薄
く
し
た
「
貝

摺
」
工
程
を
経
た
摺
貝
が
中
心
に
使
用
さ
れ
て
い

る
。
薄
貝
の
螺
鈿
は
中
国
・
琉
球
・
日
本
で
「
青

貝
」
と
呼
ば
れ
た
。
琉
球
螺
鈿
の
装
着
法
は
、
大

別
し
て
二
種
あ
る
。
黒
漆
地
に
螺
鈿
の
貝
を
貼
り
、

一
旦
す
べ
て
塗
り
込
め
て
か
ら
貝
の
文
様
部
塗
膜

を
剝
ぎ
取
る
「
剝
ぎ
出
し
法
」
と
、
砥
石
で
研
ぎ

出
す
「
研
ぎ
出
し
法
」
の
二
種
で
あ
る
。
剝
ぎ
出

し
法
で
は
、
貝
と
塗
膜
の
境
界
部
分
を
拡
大
し
て

挿図３　蘇州版画「清明佳節図」（註４から引用） 第三句、転「借問酒家何所有」第一句、起「清明時節雨紛紛」
第四句、結「牧童遥指杏花村」第二句、承「路上行人欲所」

挿図４　衝立　裏面　上部遠景の雲部分
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み
る
と
、
塗
膜
を
折
り
取
っ
た
鋸
歯
状
の
不
整
形
な
線
と
な
り
、
元
、
明
時
代
の
中
国
螺

鈿
の
主
流
で
あ
っ
た
。
琉
球
螺
鈿
で
も
十
六
世
紀
前
後
の
独
立
王
国
時
代
の
古
琉
球
の
螺

鈿
は
同
様
技
法
で
あ
る
。
十
七
世
紀
以
降
に
中
国
、
琉
球
で
も
研
ぎ
出
し
法
が
流
行
し
始

め
て
、
十
八
～
十
九
世
紀
の
琉
球
螺
鈿
も
貝
と
塗
膜
の
境
界
部
分
を
拡
大
し
て
み
る
と
円

滑
な
線
と
な
り
、
研
ぎ
出
し
法
が
主
流
と
な
っ
た
。
こ
の
観
点
か
ら
本
衝
立
を
観
察
し
て

み
る
と
、
鏡
板
を
囲
む
縁
の
側
面
細
部
や
脚
部
な
ど
の
細
部
の
螺
鈿
に
は
研
ぎ
出
し
法
が

み
ら
れ
、
下
地
が
経
年
で
痩
せ
て
黒
漆
の
塗
り
面
が
低
く
な
り
、
夜
光
貝
の
面
が
高
い
。

鏡
板
の
主
要
文
様
は
、
研
ぎ
出
し
法
に
よ
り
人
物
や
建
築
の
主
文
様
が
表
現（
挿
図
５
）さ

れ
る
も
の
の
、
細
部
の
周
辺
で
は
剝
ぎ
出
し
法
に
よ
っ
て
い
る（
挿
図
６
）。
さ
ら
に
研
ぎ

出
し
、
剝
ぎ
出
し
の
両
方
か
ら
も
漏
れ
て
、
忘
れ
ら
れ
た
漆
塗
膜
を
被
っ
た
ま
ま
の
貝
が

残
さ
れ
る
部
分
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る（
挿
図
７
）。
剝
ぎ
出
し
忘
れ
、
研
ぎ
出
し
忘
れ
の

部
分
が
残
る
の
は
、
中
国
螺
鈿
で
も
幾
分
み
ら
れ
る
が
琉
球
螺
鈿
で
は
、
さ
ら
に
多
く
見

ら
れ
る
事
象
で
あ
る
。

　

螺
鈿
の
表
現
を
見
る
と
、
一
ミ
リ
程
度
の
三
角
・
方
形
に
切
っ
た
切
貝
を
モ
ザ
イ
ク
状

に
詰
め
る
文
様
表
現
が
表
裏
の
雲
の
内
部
に
見
ら
れ
る
。
土

坡
で
は
輪
郭
の
内
部
に
切
貝
を
ま
ば
ら
に
置
い
て
内
部
に
向

か
っ
て
さ
ら
に
疎
に
置
き
、
や
が
て
空
白
に
す
る
暈
し
の
表

現
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
琉
球
螺
鈿
の
表
現
特
色
で
あ
る
（
挿

図
８
）。

　

ま
た
四
角
く
切
っ
た
小
粒
の
切
貝
を
挿
図
４
の
雲
の
表
現

の
よ
う
に
隙
間
な
く
詰
め
て
お
く
の
は
十
七
世
紀
か
ら
十
八

世
紀
の
初
期
薄
貝
螺
鈿
の
特
色
で
、
十
九
世
紀
の
江
戸
時
代

後
期
に
な
る
と
、
や
が
て
廃
れ
て
広
い
面
積
の
一
枚
貝
を
貼

り
、
毛
彫
り
を
加
え
る
簡
略
な
表
現
に
移
行
す
る
。

　

下
部
の
幕
板
部
分
に
は
、
葡
萄
栗
鼠
が
螺
鈿
で
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
る
。
表
裏
に
各
四
匹
の
栗
鼠
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
前
を

向
く
栗
鼠
、
振
り
返
る
栗
鼠
各
々
二
匹
が
一
組
で
、
図
像
と

し
て
は
、
配
置
し
た
位
置
も
含
め
て
み
る
と
、
半
分
の
幅
の

一
枚
の
下
絵
を
反
転
さ
せ
、
表
裏
左
右
四
か
所
に
利
用
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。
葡
萄
栗
鼠
の
意
匠
は
、
中
国
で
も
好
ま

れ
た
子
孫
繁
栄
・
多
産
の
吉
祥
意
匠
で
あ
り
、
琉
球
漆
器
に

も
し
ば
し
ば
好
ま
れ
た
意
匠
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
衝
立
に
は
金
属
撚
り
線
が
使
用
さ
れ
て
い

な
い
点
が
琉
球
漆
器
の
特
質
と
筆
者
は
考
え
る
。
金
属
撚
り

線
を
螺
鈿
に
併
用
す
る
効
果
は
、
器
胎
の
強
度
を
高
め
る
効

果
も
あ
る
が
、
複
数
の
撚
り
線
を
施
し
て
か
ら
研
ぎ
出
し
、

挿図５　研ぎ出し法による面貌の滑らかな輪郭挿図６　剝ぎ出し法による荒れた線、冠と上部の霞の細い線

挿図８　土坡の際から内部に向かってまばらに切貝を置く

挿図７　葡萄の蔓　剝ぎ忘れ箇所（幕板部分）
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廃
藩
置
県
後
に
沖
縄
県
庁
に
あ
る
引
継
文
書
を
基
に
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に

石
澤
兵
吾
が
著
わ
し
た
『
琉
球
漆
器
考
』（
註
８
）
に
は
琉
球
漆
器
の
歴
史
と
貝
摺
奉
行
所
で

製
作
さ
れ
た
漆
器
の
絵
図
、
仕
様
、
製
造
に
必
要
な
経
費
な
ど
の
資
料
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
石
澤
は
内
地
か
ら
沖
縄
に
赴
任
し
た
官
僚
と
し
て
の
視
点
か
ら
、
産
業
と
し
て
の

琉
球
漆
器
が
砂
糖
・
泡
盛
・
芭
蕉
布
と
あ
わ
せ
て
「
四
大
産
業
」
の
筆
頭
と
位
置
付
け
て
、

王
府
内
で
の
使
用
品
は
じ
め
北
京
の
清
朝
皇
帝
へ
の
献
上
品
、
日
本
内
地
に
向
け
て
の

徳
川
将
軍
家
献
上
品
な
ど
の
上
級
品
を
紹
介
し
て
い
る
。
同
書
の
絵
図
に
本
衝
立
と
類
似

す
る
作
が
あ
り
（
挿
図
９
）、
図
中
に
は
江
戸
時
代
の
「
正
徳
四
年
製　

真
塗
青
貝
硯
屏
」

と
あ
る
。
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
に
製
作
さ
れ
た
「
真
塗
」
す
な
わ
ち
光
沢
の
あ
る
黒

漆
塗
り
に
「
青
貝
」
つ
ま
り
薄
貝
の
螺
鈿
に
よ
る
と
注
記
が
あ
る
。
法
量
が
記
さ
れ
て

は
い
な
い
が
、「
硯
屏
」
の
表
現
は
琉
球
独
自
で
文
机
や
付
け
書
院
棚
に
お
く
文
房
具
で

は
な
く
衝
立
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
器
形
の
名
称
を
「
硯
屏
」
と
し
て
い
る
が
、

貝
摺
奉
行
所
の
文
書
だ
け
で
は
な
く
、
座
屏
や
衝
立
と
い
っ
た
大
型
家
具
と
机
上
に
置

く
小
型
の
硯
屏
を
全
て
「
硯
屏
」
と
総
称
し
て
混
同
す
る
例
が
古
く
か
ら
み
ら
れ
る
と

い
う（
註
９
）。

　

同
書
の
絵
図
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
小
型
の
文
房
具
と
し
て
の
硯
屏
は
鏡
板
下
部
を

支
え
る
持
ち
送
り
の
板
が
表
裏
両
面
の
二
枚
だ
が
、
大
型
調
度
品
の
衝
立
に
は
外
側
左

右
に
も
三
枚
目
の
持
ち
送
り
の
板
が
描
か
れ
て
い
る
例
も
あ
り
、
こ
れ
が
両
者
を
判
別

す
る
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
る
。
本
衝
立
と
挿
図
９
を
比
較
し
て
み
る
と
、
鏡
板
部
分
の
縁

外
面
を
細
か
な
菱
繋
ぎ
文
様
で
埋
め
る
の
が
共
通
す
る
。
し
か
し
左
右
各
三
枚
の
持
ち

送
り
板
の
波
型
の
姿
は
、
挿
図
９
の
方
が
素
朴
簡
略
な
表
現
で
あ
り
、
下
部
幕
板
の
形

状
も
簡
素
で
あ
る
。
本
衝
立
と
は
幾
分
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
正
徳
四
年
を
念
頭
に

置
く
十
八
世
紀
初
頭
の
製
作
を
上
限
に
想
定
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
こ
れ
と
は
別
に
本
衝
立
と
類
似
し
た
中
国
風
の
山
水
風
景
を
螺
鈿
で
あ
ら
わ
し

た
「
青
貝
硯
屏
一
対
」
す
な
わ
ち
螺
鈿
衝
立
一
対
の
絵
図（
挿
図
10
）と
製
作
費
用
の
書
き

上
げ
が
貝
摺
奉
行
所
の
記
録
（
註
10
）
に
あ
る
の
で
以
下
紹
介
す
る
。
法
量
は
、
寸
尺
を
換

算
す
る
と
高
さ
七
九
・
七
、
横
七
八
・
五
㎝
で
、
一
対
の
絵
柄
は
違
う
が
寸
法
は
同
じ
と

あ
る
。
鏡
板
下
部
の
幕
板
に
は
、
二
か
所
に
横
長
の
窓
が
開
き
、
最
下
段
の
裾
の
幕
板
に

猪
の
目
透
か
し
を
二
か
所
施
す
の
も
共
通
す
る
。
両
者
と
も
に
、
表
面
は
中
国
風
の
山
水

挿図９　正徳四年製　真塗青貝硯屏『琉球漆器考』より

あ
る
い
は
剝
ぎ
出
す
こ
と
に
よ
り
金
色
、
白
色
の
金
属
光
沢
の
あ
る
八
の
字
や
矢
羽
根
状

の
線
に
よ
り
図
様
を
さ
ら
に
装
飾
す
る
効
果
が
あ
る
。
材
質
と
し
て
は
、
銅
線
、
真
鍮

線
、
白
蝋（
錫
）線
な
ど
が
利
用
さ
れ
る
。
中
国
明
・
清
時
代
、
高
麗
・
朝
鮮
時
代
、
日
本

の
近
世
で
は
金
属
撚
り
線
の
利
用
は
知
ら
れ
、
上
手
作
の
螺
鈿
に
は
必
ず
と
言
っ
て
よ
い

ほ
ど
金
属
撚
り
線
が
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
琉
球
で
の
利
用
例
は
乏
し
い
。

　

江
戸
時
代
の
首
里
王
府
内
に
は
官
営
工
房
と
し
て
の
貝
摺
奉
行
所
が
設
置
さ
れ
た
。
貝

摺
奉
行
所
の
記
録
文
書
類
は
、
散
逸
し
て
お
り
京
都
大
学
ほ
か
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
奉

行
所
で
製
作
さ
れ
た
琉
球
漆
器
の
製
作
に
必
要
な
材
料
、
人
件
費
な
ど
「
入
り
目
」
を
金

額
と
と
も
に
書
き
上
げ
て
お
り
、
一
部
は
、
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
、
安
里
進
氏
ほ
か
の
分
析

や
研
究
が
あ
る
（
註
７
）。
貝
摺
奉
行
所
文
書
の
入
り
目
記
録
に
は
、
製
作
・
梱
包
に
か
か

わ
る
あ
ら
ゆ
る
材
料
と
作
業
者
の
人
工
の
日
数
と
単
価
が
詳
し
く
列
記
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
管
見
の
限
り
で
は
金
属
撚
り
線
の
記
事
と
利
用
は
み
ら
れ
な
い
。
一
般
に

従
来
か
ら
琉
球
螺
鈿
と
認
め
ら
れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
な
か
に
金
属
撚
り
線
を
施
し
た
作

例
が
あ
る
が
、
琉
球
製
を
模
倣
し
た
日
本
製
、
中
国
製
を
模
倣
し
た
日
本
製
、
あ
る
い
は

中
国
、
高
麗
・
朝
鮮
時
代
の
作
と
見
直
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
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と
し
て
の
内
地
向
け
の
品
と
想
像
さ
れ
る
。
以
下
、「
白
木
御
硯
屏　

弐
つ
」
か
ら
書
き

上
げ
て
、
材
料
費
、
人
件
費
、
梱
包
費
な
ど
四
十
四
項
目
を
列
記
し
、
入
り
目
を
銭
で
金

額
を
記
し
て
い
る
。
主
た
る
塗
料
と
し
て
は
「
吉
野
漆　

五
百
四
拾
目
（
匁
）
九
文
六
り

（
厘
）　

代
銭
三
百
十
壱
貫
五
百
九
十
三
文
」
を
筆
頭
に
挙
げ
「
吉
野
漆
、
和
地
漆
、
唐
地

漆
」
の
三
種
類
の
漆
を
使
い
分
け
、「
拵
瓦
地
粉
」
を
下
地
塗
に
施
し
、（
中
略
）
漆
に
混

和
す
る
黒
の
顔
料
に
「
松
明
掃
墨
」
を
使
用
し
、
螺
鈿
に
使
用
す
る
貝
も
「
手
延
摺
貝
、

同
白
摺
貝
、
煮
貝
」
の
三
種
類
を
使
用
し
て
い
る
。
炭
や
鹿
粉
は
、
螺
鈿
の
表
面
研
磨
、

艶
出
し
仕
上
げ
に
使
用
す
る
消
耗
品
で
、
人
件
費
も
習
熟
度
に
よ
り
貝
摺
師
に
「
上
中
」

の
差
を
つ
け
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
螺
鈿
衝
立
の
製
作
材
料
と
工
程
を
想
起
さ
せ
る
。

　
『
古
事
類
苑
』
器
用
部
十
五　

屏
障
具
三
（
註
11
）
に
は
「
衝
立
障
子
」「
衝
立
」
な
ど
の
平

安
時
代
以
来
の
調
度
品
と
し
て
の
利
用
と
由
緒
の
例
が
記
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
に
は

聖
賢
の
衝
立
は
じ
め
通
路
の
両
端
に
立
て
る
二
基
一
対
の
例
が
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
も

正
式
な
贈
答
品
の
場
合
は
二
基
一
対
が
踏
襲
さ
れ
た
と
次
の
『
通
航
一
覧
』（
註
12
）
の
将
軍

へ
の
献
上
品
で
裏
付
け
ら
れ
る
。
江
戸
幕
府
の
公
式
外
交
記
録
で
あ
る
『
通
航
一
覧
』
に
は

琉
球
王
か
ら
徳
川
将
軍
に
し
ば
し
ば
贈
呈
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
。
徳
川
義
宣
・
荒
川
浩
和

『
琉
球
漆
工
藝
』（
註
13
）
で
は
江
戸
時
代
の
中
期
に
琉
球
王
か
ら
徳
川
将
軍
に
対
し
て
螺
鈿

衝
立
が
献
上
さ
れ
て
い
た
記
事
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）　

六
代
将
軍
家
宣
・
夫
人
宛
て　

代
替
、
祝
儀
献
上　

　
　
　
　

一
、
青
貝
中
央
卓
一
脚
、
一
、　

同
硯
屏　

一
対
、　

一
、
籠
飯　

一
対

正
徳
四
年（
一
七
一
四
）十
二
月
二
日　

七
代
将
軍
家
継
・
前
夫
人（
月
光
院
）

　
　
　
　

代
替
、
祝
儀
献
上

　
　
　
　

一
、
青
貝
中
央
卓
二
脚
、
一
、
同
硯
屏　

一
対
、　

一
、
籠
飯　

一
対

　

寛
文
十
一
年（
一
六
七
一
）を
前
例
と
し
て
、
大
卓
・
中
央
卓
と
硯
屏
・
籠
飯（
食
籠
）の

献
上
品
三
種
の
組
み
合
わ
せ
が
お
お
む
ね
固
定
化
し
て
い
た
と
、
前
記
書
で
徳
川
義
宣
氏

に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
享
保
三
年（
一
七
一
八
）将
軍
吉
宗
宛
献
上
に
は
青
貝（
螺
鈿
）

で
は
な
く
堆
錦
で
、
以
降
も
寛
延
元
年（
一
七
四
八
）将
軍
家
重
宛
献
上「
堆
錦
硯
屏
一
対
」

な
ど
歴
代
将
軍
、
世
子
ら
に
献
上
品
と
し
て
「
硯
屏
一
対
」
す
な
わ
ち
衝
立
一
対
が
贈
ら

図
、
裏
面
は
簡
略
な
岩
に
生
え
る
花
木
図
の
意
匠
で
あ
り
、
表
裏
が
明
白
で
あ
る
。
絵
図

に
続
い
て
注
記
を
以
下
に
抄
出
す
る
。

「
右
同
ニ
付
右
御
用
之
青
貝
硯
屏
弐
面
、（
中
略
）
こ
ら
そ
（「
こ
く
そ
・
刻
苧
」〈
誤
植

カ
引
用
者
〉
布
着
三
へ
ん
地
ニ
て
真
塗
蝋
色
ニ
青
貝
仕
合
、
仕
出
荷
作
り
仕
合
せ
、

相
渡
申
ニ
入　

印
」

　
「
御
用
」
と
は
琉
球
王
尚
家
の
注
文
を
意
味
す
る
。
大
型
の
螺
鈿
衝
立
は
徳
川
将
軍
家

に
二
基
一
対
で
献
上
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
、
首
里
王
府
で
の
使
用
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く

御
三
家
や
琉
球
を
支
配
し
て
い
た
島
津
家
、
同
家
の
近
親
公
家
の
近
衛
家
ら
へ
の
贈
答
品

挿図10　貝摺奉行所記録　青貝硯屏二基の絵図（註10から転載）
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四
、
修
復
の
概
要
と
成
果

　

こ
の
衝
立
は
令
和
二
年
度
、
松
本
達
弥
氏
の
工
房
で
修
復
施
工
が
行
わ
れ
た
。
同
氏
の

「
修
復
報
告
書
」
を
基
に
概
要
を
左
記
に
紹
介
す
る
。

【
主
な
損
傷
状
況
】全
体
の
表
面
塗
膜
の
表
面
に
は
経
年
の
汚
れ
や
ほ
こ
り
が
付
着
し
、
全

体
に
艶
が
失
わ
れ
て
い
た
。
艶
が
無
い
状
態
の
理
由
は
、
経
年
の
汚
れ
に
加
え
て
さ
ら
に

古
色
を
塗
布
さ
れ
て
い
た
の
が
原
因
で
あ
る
。
螺
鈿
の
貝
は
ほ
と
ん
ど
が
下
地
か
ら
剥
離

状
態
に
あ
り
、
今
後
多
く
が
脱
落
す
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
貝
の
一
部
が
白
化
し
て
浮
き

あ
が
る
部
分
が
あ
っ
た
。
貝
の
完
全
な
脱
落
、
欠
失
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
脚

部
の
木
地
収
縮
に
よ
る
接
合
部
に
亀
裂
が
生
じ
て
い
た
。
脚
部
に
は
、
打
ち
傷
の
損
傷
が

あ
っ
た
。

【
修
復
の
主
眼
】汚
損
の
除
去
と
亀
裂
の
進
行
防
止
、
破
損
部
分
の
補
修
す
る
こ
と
に
よ
り

螺
鈿
の
図
様
を
明
瞭
に
見
せ
る
こ
と
、
漆
塗
膜
の
肌
合
い
の
艶
を
戻
し
、
鑑
賞
の
効
果
を

高
め
る
こ
と
を
狙
い
と
し
た
。

【
修
復
施
工
の
工
程
】塵
埃
の
汚
れ
は
、
柔
ら
か
い
毛
棒
や
乾
湿
二
通
り
の
布
に
て
払
い
落

と
し
た
。
そ
の
後
に
綿
布
や
綿
棒
に
純
水
を
含
ま
せ
て
汚
れ
を
除
去
し
た
。
古
色
と
し
て

塗
膜
に
つ
け
ら
れ
た
後
世
の
黒
い
塗
料
は
、
純
粋
を
含
ま
せ
た
綿
棒
で
丁
寧
に
拭
き
取
っ

た
。
全
面
的
に
下
地
層
か
ら
浮
き
上
が
っ
て
い
た
螺
鈿
に
は
、
エ
タ
ノ
ー
ル
で
希
釈
し
た

膠
を
含
侵
さ
せ
て
接
着
し
た
。
亀
裂
・
木
地
欠
損
部
分
に
は
麦
漆
（
水
練
り
し
た
小
麦
粉

と
生
漆
）
を
希
釈
し
て
含
浸
し
た
。
場
所
に
よ
り
濃
度
の
違
う
麦
漆
を
用
い
て
複
数
回
含

浸
し
て
補
強
し
た
。
欠
損
部
に
は
刻
苧
を
充
填
し
て
成
型
し
、
形
状
を
復
元
し
て
乾
燥
硬

化
し
た
の
ち
に
砥
石
で
研
ぎ
あ
げ
て
表
面
を
整
え
、
後
に
薄
く
漆
を
拭
き
こ
ん
で
漆
固
め

を
施
し
た
。
同
様
に
黒
漆
塗
膜
全
体
に
希
釈
し
た
漆
を
塗
布
し
て
丁
寧
に
拭
き
取
り
漆
固

め
を
施
し
た
。

　　

修
復
施
工
後
の
成
果
と
し
て
は
、
後
世
に
意
図
的
に
塗
布
さ
れ
た
黒
色
塗
料（
水
溶
性
）

に
よ
っ
て
古
色
で
覆
わ
れ
て
い
た
の
が
確
認
で
き
た
。
西
洋
の
油
絵
の
修
復
で
は
画
面
表

面
の
劣
化
し
た
ニ
ス
を
塗
り
替
え
る
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
こ
の
螺
鈿
衝
立
の
場
合
は
、

画
面
の
保
護
が
目
的
で
は
な
く
、
意
図
的
に
古
作
に
見
せ
か
け
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
と

れ
て
い
る
。
静
嘉
堂
の
螺
鈿
衝
立
を
直
ち
に
徳
川
将
軍
へ
の
献
上
品
と
結
び
付
け
る
に
は

裏
付
け
史
料
が
不
足
し
て
い
る
が
、
十
八
世
紀
に
は
琉
球
王
か
ら
螺
鈿（
青
貝
）の
衝
立
一

対
が
将
軍
代
替
わ
り
の
祝
儀
品
と
し
て
献
上
さ
れ
て
、
当
然
に
王
府
内
の
官
営
工
房
で
あ

る
貝
摺
奉
行
所
に
お
い
て
御
用
品
と
し
て
製
作
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
螺
鈿
衝
立
（
硯

屏
）と
同
様
の
作
が
、
静
嘉
堂
の
螺
鈿
衝
立
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
衝
立
の
類
似
す
る
現
存
作
例
を
求
め
る
と
、
沖
縄
美
ら
島
財
団
が
所
蔵
す
る
「
黒

漆
山
水
楼
閣
人
物
螺
鈿
硯
屏
」（
挿
図
11
）（
註
14
）
が
あ
る
。
法
量
は
高
さ
六
二
・
四
、
幅
五

六
・
五
㎝
、
十
八
～
十
九
世
紀
。
静
嘉
堂
の
衝
立
と
比
べ
て
高
さ
・
横
が
一
五
㎝
ほ
ど
小

さ
く
、
作
品
名
称
は
琉
球
の
慣
習
に
従
っ
て
「
硯
屏
」
と
あ
る
が
、
法
量
か
ら
す
れ
ば
机

上
に
立
て
る
文
房
具
で
は
な
く
、
む
し
ろ
前
述
の
と
お
り
衝
立
で
あ
ろ
う
。
鏡
板
の
表
面

に
は
中
国
風
の
山
水
楼
閣
を
表
し
、
裏
面
は
七
言
絶
句
の
漢
詩
の
文
字
で
、
縁
に
は
鳳
凰

瑞
雲
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
鏡
板
の
縁
左
右
の
角
は
、
静
嘉
堂
衝
立
と
同
様
に
入
隅
形

と
な
り
、
図
録
写
真
を
見
る
限
り
は
、
基
部
の
持
ち
送
り
板
の
外
側
へ
の
張
り
出
し
は
無

く
、
基
部
の
形
状
、
縁
、
幕
板
の
基
本
構
造
も
類
似
す
る
。

挿図11　黒漆山水楼閣人物螺鈿硯屏　沖縄美ら島財団蔵
『首里城の25年～平成の復元～』註14から転載
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五
、
結
び

　

二
十
一
世
紀
始
め
の
現
在
に
な
り
、
今
こ
の
衝
立
は
よ
う
や
く
製
作
当
初
の
特
徴
を
露

わ
に
見
せ
る
状
態
と
な
っ
た
。
唐
の
詩
人
杜
牧
の
「
清
明
」
七
言
絶
句
を
基
に
し
た
清
時

代
の
蘇
州
版
画
「
清
明
佳
節
図
」
の
四
図
の
う
ち
二
図
を
下
絵
に
利
用
し
た
図
様
で
あ

る
。
四
図
で
完
結
と
す
れ
ば
お
そ
ら
く
こ
の
衝
立
は
、
二
基
一
対
で
製
作
さ
れ
た
。
螺
鈿

技
法
か
ら
見
れ
ば
琉
球
の
特
質
を
備
え
て
お
り
、
文
献
史
料
か
ら
み
れ
ば
、
中
国
風
意
匠

を
装
っ
た
琉
球
王
府
内
の
貝
摺
奉
行
所
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
上
級
仕
様
の
大
型
調
度
品

で
あ
り
、
将
軍
家
へ
の
献
上
品
に
も
供
さ
れ
た
製
作
水
準
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
お
い
て

は
、
琉
球
製
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
明
治
維
新
後
は
流
出
流
転
し
て

当
初
の
箱
や
箱
書
き
は
失
わ
れ
て
、
さ
ら
に
骨
董
品
市
場
で
古
い
中
国
製
を
想
起
さ
せ
る

べ
く
古
色
や
汚
れ
を
加
え
ら
れ
て
二
基
一
対
は
、
一
基
づ
つ
に
別
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
衝
立
の
も
う
一
方
の
出
現
を
待
ち
た
い
。

　

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
の
文
化
財
の
保
存
修
復
の
方
針
と
し
て
は
、
明
治
以
降
に
静
嘉
堂

が
収
集
し
た
で
あ
ろ
う
時
期
の
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。
日
本

の
作
に
限
ら
ず
書
画
工
芸
品
な
ど
幅
広
い
収
集
品
の
修
復
に
お
い
て
画
一
的
な
方
針
か
ら

は
離
れ
て
、
こ
の
螺
鈿
衝
立
の
修
復
に
お
い
て
は
製
作
当
初
の
美
し
い
姿
を
取
り
戻
し
、

今
後
の
経
年
劣
化
か
ら
守
る
長
期
の
対
応
の
保
存
修
復
が
施
さ
れ
た
例
と
し
て
紹
介
し
て

お
き
た
い
。

（
註
１
）　
『
漆
芸
』（
静
嘉
堂
文
庫
、
一
九
八
五
年
）図
版
番
号
47　

山
水
人
物
螺
鈿
衝
立
の
名
称
で
掲
載
。

（
註
２
）　
『
漆
芸
名
品
展
─
う
る
し
で
伝
え
る
美
の
世
界
─
』
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館　

会
期
二
〇
一
六
年
十

月
二
十
日
～
十
二
月
十
一
日
。

（
註
３
）　

長
谷
川
祥
子
「“
意
匠
”の
宝
庫
―
明
清
挿
絵
本
と
工
藝
品
～
清
朝（
琉
球
）漆
藝
、
陶
磁
器
の
作
例

初
探
～
」（『
中
国
古
典
文
学
と
挿
画
文
化
』
瀧
本
弘
之
・
大
塚
秀
高
編　

ア
ジ
ア
遊
学
171　

二
〇

一
四
年　

所
収
）

（
註
４
）　

喜
多
祐
士
ほ
か
『
蘇
州
版
画
―
中
国
年
画
の
源
流
』（
駸
々
堂
出
版
、
一
九
九
二
年
）

（
註
５
）　

杜
牧
の
「
清
明
」
七
言
絶
句
の
読
み
下
し
と
邦
訳
は
、
著
名
な
漢
詩
で
あ
る
の
で
愛
誦
さ
れ
て
さ

ま
ざ
ま
に
あ
る
。
河
野
元
昭
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
館
長
の
「
饒
舌
館
長
ブ
ロ
グ
」　

二
〇
二
〇
年

四
月
四
日
他
に
も
洒
脱
な
独
自
の
現
代
語
訳
が
あ
る
。
ま
た
結
句
に
あ
る
杏
花
村
の
名
前
は
、
も

み
ら
れ
る
。
か
つ
て
は
中
国
製
の
清
時
代
あ
る
い
は
明
時
代
後
期
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
螺
鈿
と
漆
塗
膜
が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
の
を
改
め
て
み
る

と（
挿
図
12
）、
百
年
～
二
百
年
古
く
誤
認
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
に
古
色
付
け
が
原
因
と
推

定
さ
れ
た
（
挿
図
13
）。
前
述
の
と
お
り
図
像
か
ら
す
れ
ば
こ
の
衝
立
の
下
絵
の
上
限
は
、

十
七
世
紀
後
期
で
あ
る
。
螺
鈿
と
し
て
の
製
作
年
代
は
十
八
世
紀
前
期
～
十
九
世
紀
初
め

頃
と
捉
え
ら
れ
る
。
静
嘉
堂
が
こ
の
衝
立
を
収
集
し
た
の
は
、
ほ
か
の
古
美
術
品
と
同
様

に
明
治
か
ら
大
正
時
代
と
す
れ
ば
、
こ
の
衝
立
の
当
時
は
汚
損
も
な
い
比
較
的
健
全
な
良

い
状
態
で
あ
っ
た
た
め
に
、
骨
董
市
場
に
お
い
て
意
図
的
に
古
作
に
見
せ
る
た
め
、
黒
漆

塗
り
の
塗
膜
表
面
に
は
艶
を
消
す
た
め
の
マ
ッ
ト
な
水
溶
性
黒
色
塗
料
に
よ
る
古
色
が
つ

け
ら
れ
、
さ
ら
に
塵
埃
が
人
為
的
に
付
着
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

挿図12　修復後　幕板の葡萄栗鼠螺鈿部分

挿図13　修理前　幕板部分
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と
は
山
西
省
に
あ
る
村
の
名
前
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
詩
が
あ
ま
り
に
も
有
名
に
な
っ
た
の
で
そ
の

後
に
な
っ
て
中
国
各
地
に
同
名
の
村
が
あ
る
と
ご
教
示
を
得
た
。
河
野
元
昭
「
第
十
八
章　

米
山

人
と
武
陵
桃
源
」（『
文
人
画　

往
還
す
る
美
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
）

（
註
６
）　

註
４
参
照
。

（
註
７
）　

安
里
進　
「
貝
摺
奉
行
所
関
係
文
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
」（『
漆
工
史
』
二
十
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

お
よ
び
、「
琉
球
王
国
貝
摺
奉
行
所
の
漆
器
製
作
シ
ス
テ
ム
─
王
府
内
分
業
と
民
間
請
負
─
」（『
漆

工
史
』
二
十
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）な
ど
の
研
究
が
あ
る
。

（
註
８
）　

石
澤
兵
吾
『
琉
球
漆
器
考
』（
東
陽
堂
、
一
八
八
九
年
）

（
註
９
）　

次
項
註
と
あ
わ
せ
て
伊
禮
拓
郎
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
註
10
）　
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
１
巻
10　

琉
球
資
料（
上
）（
三
）貝
摺
奉
行
所
関
係（
P

275
～
350
）（
那
覇
市

企
画
部
文
化
振
興
課
編
集
、
那
覇
市
役
所
発
行
、
一
九
八
九
年
）

（
註
11
）　
『
古
事
類
苑
』
器
用
部
十
五（
神
宮
司
庁
、
一
八
九
六
年
初
版
、
一
九
八
四
年
）

（
註
12
）　

林
復
斎
編
『
通
航
一
覧
』（
嘉
永
六
年
序
）

（
註
13
）　

徳
川
義
宣
・
荒
川
浩
和
『
琉
球
漆
工
藝
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
七
年
）

（
註
14
）　
『
首
里
城
公
園
開
園
25
周
年
記
念　

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
10
周
年
記
念
特
別
展　

首
里
城

の
25
年
～
平
成
の
復
元
～
』（
一
般
財
団
法
人
沖
縄
美
ら
島
財
団　

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
琉
球
文
化

財
研
究
室
、
二
〇
一
七
年
）図
版
番
号
46
。


